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で
し
た
。
そ
の
時
、
主
人
の
母

ゆ
が
百
貨
庖
で

「
あ
の
帯
を
」
と

・
買
っ
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

• 
・

当
時
の
金
額
に
し
て
百
円

0

• 
。

・
・
・
・
・

。
••••• “

私
の
宝
物
は

一
本
の
丸
帯
。

“
七
十
年
前
結
婚
式
で
使
っ
た
も

.
の
で
す
。
主
人
と
私
は
、
当
時

と
し
て
は
珍
し
く
、
恋
愛
結
婚

••••••••••••••• 
λ
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イカタで川下り
自作のイカダで神川橋から馬入橋まで下

る「相模川イカダくだり」が 7月31日(日)

らの強風に苦労しながらも、親子や地域の

ふれあいを深める一日だった。

今
思
え
ば
、
家
が
買
え
る
よ
う

な
値
段
で
し
た
。
私
の
事
を
本

当
に
大
切
に
思
っ
て
く
れ
て
い

-
土
屋
で
自
然
観
察
を

平
塚
の
自
然
を
守
る
会
で
は
、

雑
木
林
の
観
察
会
を
聞
く
。

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
で
ご
参
加

を。マ
日
時
8
月
泊
目
(
日
)
午

前
叩
時
S
午
後
2
時
(
雨
天
決

行
)

マ
集
合
場
所
土
沢
農
協
前

マ
持
ち
物
筆
記
用
具
、
弁
当
、

水
筒
、
雨
具

マ
申
込
期
限

8
月
幻
日
(
土
)

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
は
、
同
会
の
三
川
さ
ん

(電

話
回

l
五
五
三
八

・
午
後
七
時

以
降
)
へ
。

・
親
子
で
観
劇
を

平
塚
市
私
立
幼
稚
園
父
母
の

会
連
合
会
で
は
、
観
劇
会
を
聞

く
。
当
日
券
に
多
少
の
ゆ
と
り

が
あ
る
の
で
一
般
の
方
も
ど
う

ぞ
鑑
賞
を
。

マ
日
時

8
月
幻
自
(
臼
)
午

後
2
時

3
3時
特
分

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
内
容
劇
団
銀
河
鉄
道
に
よ

る
「
へ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
1
テ
ル
」

マ
入
場
料
一
千
三
百
円

(
3

歳
以
上
の
方
)

マ
問
い
合
わ
せ
先

同
会
事
務

局
の
伊
藤
さ
ん
(
電
話
お
l
八

ニ
七
七
)

-
逗
子
・
鎌
倉
を
あ
る
く

マ
期
日

8
月
幻
日
(
臼
)
降

水
確
率

ω軒
以
上
の
場
合
話
回

(
日
)
、
以
後
中
止

マ
集
合
平
塚
駅
北
口
改
札
付

近
、
午
前
8
時

マ
コ
l
ス
平
塚
駅
l
逗
子
駅

.・
・
披
露
山
公
園
・・
・
小
坪
マ
リ
l

ナ・
・・
和
賀
江
島
碑
・
・
・
光
明
寺
・
・
・

若
宮
大
路
・
・
・
鎌
倉
駅
|
平
塚
駅

マ
持
っ
て
く
る
物
弁
当
、
水

筒
、
雨
具

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
あ
る

く
会
の
森
河
さ
ん
(
電
話

m
l

お
f

，，、、
O
躍
り
ま
す
①
有
料
男
女
子

供
服
、
レ
イ
ン
コ
ー
ト
、
ベ
ビ
ー

キ
ャ
リ
ー
、
歩
行
器
、
マ
タ
ニ
テ

ま帯で
いを亡
、桐きく

闘のな
束たり
大んま
慢すし
災にた
や大が
戦切
災にこ
をしの

砂5‘
4本の丸需

八十島とみ子さん (桃浜町)

る
の
だ
な
と
感
謝
し
た
こ
と
を

党
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、

主
人
は
四
十
八
歳

丸平等を手に元気な

96歳の八十島さん

く
ぐ
り
抜
け
て
三
人
の
子
供
を

育
て
て
き
ま
し
た
。

四
年
前
、
孫
娘
が
結
婚
す
る

ィ
ド
レ
ス
、
お
ま
る
、
ワ
ン
タ
ッ

チ
チ
ェ
ア
1
、
ペ
ピ
1
ベ
ッ
ド
用

仇
即
時
回
転
座
い
す
、
ソ
フ
ァ

H
H
H
H
H
H
 ..
.
.
.
.
 0
 

時
に
、
ぜ
ひ
使
い
た
い
と
い
う

"

の
で
締
め
さ
せ
た
の
で
す
が
、

日

柄
が
モ
ダ
ン
な
せ
い
か
少
し
も

h

古
び
た
感
じ
は
し
ま
せ
ん
で
し
=

た
。
着
物
好
き
な
孫
娘
な
の
で
、
=

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
使
っ
て
く
=

れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
=

こ
の
帯
と
と
も
に
、
家
族
の
=

幸
せ
が
末
長
く
続
く
よ
う
願
つ

=

て

い

ま

す

。

=

0

0

0

=

 

@
み
な
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
=

る
品
物
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。
=

二
百
字
程
度
の
紹
介
文
に
ま
と

=

め
て
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
=

。
送
り
先
一
T
加
平
塚
市
浅
間

崎

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

日

課

「私
の
た
か
ら
も
の
」
係

・
• 

------Q 三
四
O
二

・
ジ
ャ
ズ
体
操
の
会
員
に

ジ
ャ
J
J

・
-
&
ミ
ズ
ひ
ら
つ
か

で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

練
習
は
、
毎
週
火
曜
日
の
午

前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
中
央

公
民
館
で
。
月
会
費
は

一
千
五

百
円
。
無
料
体
験
も
あ
る
の
で

運
動
で
き
る
服
装
で
ど
う
ぞ。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
会
の
皆

川
さ
ん
(
電
話

M
l
三
八
二

九
)
へ。

-
犬
の
飼
い
方
を
学
ぶ

フ
レ
ン
ド
リ
l
ド
ッ
グ
ク
ラ

ブ
で
は
、
フ
ン
公
害
を
無
く
す

た
め
犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
聞

く
。
プ
ロ
の
訓
練
士
に
よ
る
犬

の
指
導
と
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー

を
学
ぶ
。
ご
見
学
だ
貯
で
も
。

マ
日
時

9
月
3
日
(
土
)
午

後
7
時

3
9時

マ
会
場
湘
南
海
岸
公
園

マ
参
加
費
犬
を
連
れ
て
の
指

ー
、
テ
ー
ブ
ル
、
ス
テ
レ
オ
、
電

子
レ
ン
ジ
台
、
電
気
コ
1
ド
、
照

明
器
具
、
パ
ソ
コ
ン
、
除
湿
器
、

中
学
生
副
教
材
、
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー

ツ
、
ル
1
ム
ラ
ン
ナ
ー
、
フ
ロ
ア

リ
ン
グ
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
じ
ゅ
う
た

ん
、
ポ
リ
バ
ケ
ツ
、
冷
風
扇
、
コ

ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
②
無
料

お

も
ち
ゃ
だ
ん
す
、
と
た
つ
、
エ
レ

ク
ト
1
ン
、
掛
け
布
団

。
躍
っ
て
く
だ
さ
い

A
裂・
B
型

ベ
ビ
ー
カ
ー
、
双
子
用
ベ
ビ
ー
カ

ー
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト
、
学
生

服
、
幼
稚
園
制
服
、
ベ
ビ
I
ベ
ッ

ド
、
子
供
用
自
転
車
、
赤
ち
ゃ
ん
体

重
計
、
ハ
イ
チ
ェ
ア
l
、
ベ
ッ
ド
、

ロ
ッ
カ
ー
だ
ん
す
、
テ
レ
ビ
、
オ
ー

ブ
ン
レ
ン
ジ
、
冷
蔵
庫
、
洗
溜
機
、

電
気
毛
布
、
エ
ア
コ
ン
、
ガ
ス
ふ

ろ
が
ま
、
電
動
マ
ー
ジ
ャ
ン
卓
、

卓
球
台
、
空
手
器
、
ピ
ア
ノ
、
電

子
オ
ル
ガ
ン
、
自
転
車
、
ミ
シ
ン

@
不
用
品
登
録
情
報
は
、
地
域
づ

く
り
課
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六

一ニ)へ。

導
料
二
千
円
(
見
学
は
無
料
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
岩

沢
さ
ん

(電
話

M
l
二
三

一

八
・
午
後
7
時
以
降
に
)

・
障
害
者
と
上
野
へ

障
害
者
の
夢
を
乗
せ
て
、
湘

南
ひ
ま
わ
り
号
が
十
月
十
六
日

(
臼
)
に
上
野
へ
行
く
。
こ
れ

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
と
参

加
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
中
。

マ
参
加
費
大
人
二
千
五
百

円
、
中
学

・
高
校
生
二
千
円、

小
学
生
一
千
五
百
円

マ
申
し
込
み
締
め
切
り

8
月

紅
白

(水
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
ひ
ま
わ
り

号
を
走
ら
せ
る
湘
南
実
行
委
員

会
事
務
局
の
池
ケ
谷
さ
ん

(電

話
幻
l
六
三
九
六
)

-
サ
マ
l
コ
ン
サ
ー
ト

平
塚
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
で
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

曲
を
中
心
に
演
奏
会
を
聞
く。

マ
日
時

8
月
初
日
(
臼
)
午

後
7
時
開
演

マ
会
場

中
央
公
民
館

マ
曲
目
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲

「
交
響
曲
第
一
番
」
、

R
・ロ

ジ
ャ

1
ズ
作
曲
「
サ
ウ
ン
ド

・

オ
ブ

・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
ほ
か

マ
入
場
料
無
料

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
楽
団
の

宮
川
さ
ん
(
電
話
回
|
八
三
七

八
)

-
女
声
コ
ー
ラ
ス
に

女
声
合
唱
団
コ
ー
ル
・
ユ
ー

で
は
団
員
を
募
集
し
て
い
る
。

夜
に
練
習
す
る
の
で
お
勤
め
の

方
も
ご
参
加
を
。

練
習
は
毎
月
第
二
、

三
、
四

木
曜
日
の
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
九
時
ま
で
豊
田
公
民
館
で

(
八
月
は
休
み
)
。
月
会
費
は

二
千
円
。
見
学
だ
貯
で
も
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ
は
、
岡
田
の
鈴

木
さ
ん
(
電
話
泣
|
六
一
八
四
)

へ。-
チ
ャ
ン
コ
サ
ー
ビ
ス

マ
日
時

8
月
幻
自
(
土
)
午

前
日
時

マ
場
所
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
南
側
空
地

マ
定
員
三
百
人
(
は
が
き
1

枚
で
2
人
分
に
つ
き
百
五
十
組
可

申
し
込
み
多
数

・
抽
せ
ん
)

申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き

で、

「一T
加
平
塚
市
下
品

一
O

七
O
l
ω
日
生
運
輸
サ
ー
ビ
ス

内

・
若
松
部
屋
を
愛
す
る
会
」

へ
。
お
早
め
に
申
し
込
み
を
。

O
サ
ー
ク
ル
掲
示
板

サ
ー
ク
ル
や
団
体
の
掲
示
桓

と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
コ

ー
ナ
ー
。
会
員
募
集
、
イ
ベ
ン

ト
案
内
な
ど
を
掲
載
す
る
。

・
送
り
先

〒
加
平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

課
「
ザ
1
ク
ル
掲
示
板
」
係

'L' 

の
居
場
所

学
校
へ
行
き
た
い
甘
れ
ど
、
登
校
で
き
な

い
。
家
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
た
ま
ま
、
人
に

会
い
た
が
ら
な
い
。
登
校
し
よ
う
と
す
る
と
、

体
調
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
。
は
っ
き
り
し

た
理
由
も
な
い
の
に
、
学
校
を
休
ん
で
し
ま

-つ。
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
の
「
適
応
指

導
教
室
」
は
、
こ
の
よ
う
な
ど
う
し
て
も
学

校
に
行
け
な
い
子
供
た
ち
、
休
み
が
ち
に
な

っ
た
子
供
た
ち
の
た
め
の
教
室
で
す
。

こ
こ
で
は
、
子
供
た
ち

一
人
一
人
の
悩
み

を
受
廿
止
め
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
、

小
集
団
の
活
動
を
通
し
て
学
校
生
活
や
社
会

生
活
に
う
ま
く
溶
貯
込
め
る
よ
う
援
助
を
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
子
供
た
ち
に
、
自
分
の

存
在
を
実
感
さ
せ
、
精
神
的
に
安
定
で
き
る

場
所
、
す
な
わ
ち
「
心
の
居
場
所
」と
し
て
、

こ
の
教
室
を
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

子
供
の
自
立
へ
の
歩
み
は
、
す
べ
て
の
子

が
同
じ
パ
タ
ー
ン
を
と
る
わ
貯
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
登
校
拒
否
の
子
供
に
と
っ
て
、
再
び

学
校
に
通
え
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
は

重
要
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
登
校
拒
否
の

状
況
を
も
っ
と
見
つ
め
、
そ
れ
を
子
供
が
自

ら
の
力
で
克
服
し
、
そ
の
過
程
の
中
で
自
分

自
身
が
い
ろ
い
ろ
な
能
力
を
身
に
つ
肘
て
成

長
し
て
い
く
こ
と
が
、
大
切
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

そ
う
い
う
意
味
か
ら

「
適
応
指
導
教
室
」

で
は
、
学
校
へ
の
復
帰
を
ね
ら
い
と
す
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
子
供
が
自
分
か
ら
進
ん
で

生
き
て
い
く
力
を
身
に
つ
け
、
自
己
実
現
を

達
成
で
き
る
よ
う
指
導
に
も
心
掛
け
て
い
ま

す
。

会
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
・
電
話
お
|
六

O
二一

8月16日(火)
午後 6時 30分~

会場金目川観音橋下川原
会 灯 ろ う は 無 料 で お 貸 し します

会灯ろう は手 作 りの もの でも結構です

会 すいとんの試食会 があり ます

官公平和映画を上映します

-問い合 わせ総務課(内線230)

平和灯ろう流し
平 和 を 願 い灯 ろうを流し ましょ う

ご家族おそろいでお出掛け を/

日時

観光風景写生コンクール
身近 な風景や日ごろ親しんでい

る観光行事など の作品を募集
【例】主な祭勝地…湘南平、湖南潮来、平

塚砂丘夕映え、森の前).~神社、八幡山公

闘、鍔降りの減、金目)11、七国峠、総合公

園、平塚海岸、史跡など

主 な行事・・・七夕まつり、緑化まつり、市民

市、盆踊り、ピーチパークなど

o応募上の注意

①応募は中学生以下とし、 Z民商に画題、住

所、氏名(ふりがな)、学校名、学年(年

齢〉 、旬新得号を記入し「干254平塚市浅

間 町9- 1 平塚市観光協会J (商業観光

線内}へ提出を。締め切りは 9月30臼樹

@サイズは四つ切り以上でクレヨン、クレ

パス、水彩、版画、油 絵等なんでもよい。
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釜@保健 セ ンター 平縁市中里 :19日 午後 1 時30分~4 時 ; ん j 【9月の 1歳 6か月児】 : ~一一-......._ :: 
霊 34-17 電 話34ー0311 : お産の進み方と産後の過ご :・日時 9丹 14日 午前10時; ・6日 5 年 3 月 1 日 ~10日: /'て.mum-U7¥ 22 
妥@乎塚イ糟竺平塚市笠原町 j し 方 • ~岬 ;・ 13El 5 年 3 月 11 日 ~20日!/ ・HEALTHY. '¥ 豊
崎 両-21 直話32-0130 ! 30日午後 1 時30分~ 4 時 j・会場平塚保健所 : ・20日 5 年 3 月 21 日 ~31 日 : I ¥ ;: 

j問ぬ錦 :主主主主ス;・母子手帳範明平 [誌のji?と日~1021合符乞直
撃 9- :L22Jm E L J 鞠脳翻 !• 29日 3 年 7 月 21 日~31日\ライフ /E
F2zrz) j L32227rrzZ2222之時; 窃抱羽餓 ~ ・m/3

赤ちゃんの歯の術生 j を持容 :・母子手帳、筆記用具、歯ブ j \\ ー ~II~-/
12日午前10時30分~午後2: : ラシ(1歳 6か月児のみ) :・対象乳幼児 ・ ----ー-------- 苔

3 2娠中と産後の栄後 ~自予防敏~ 【常 3か月児】 ;zzrJ?説~10時; 幻て方、予防接種のとき

倒 16日午後 1 時30分~4 時 ; ; ・7日 6 年 5 月 1 日~1O日: 30分 j 

釜 赤ちゃんの育て方 :・対象 9月中に 8か月から j・21日 6 年 5 月 11 日~20日~.会場保健センター j・母子手帳を持参 義
"・後期 (妊娠 8か月以降の方): 1歳になる乳幼児のお母さ;・ 28日 6 年 5 月 21臼~31日:.内容体虫測定栄養

品、一、病: ヲペルタ切シ 養

護，djL F ¥eZMJ予防援種・9月カM 一|:-U22弘之;2223

鑓 Y 鵬 首ちゃん.. ，ù~幽也F z包唾E ‘i I . ~ ~ .目立二ZLA
穏なZ25ぷ己tztzga--園町刷、ιJ可マハJω:額一とご相談を g 
司てP5Z3242f:222fb圃圃・E事曹、!ゥ、フ込ーベ fk j 脇 島 錦 繍 鶴 雲

瓦E27tっ一…び女B:I:刷 <fIXJa>くメ>巴> .対象 2歳 6か月までの乎LE
の子らしくなってきた災月ちゃん。団・・・E・・圃・・・・・....幽幽圃・ "'-./ "'-./ V V : 幼J尼 崎

組問 ちゃん(4 歳はとても仲Fτ~・国 a・h・/γ?，がhkukv. :・会場平塚保健所 義
fZお第三ねた22;て : ，~ \~苛~'~ ~b~""l ~ ~ f勺Phfrw :ZZ白日47LEioZ白雲
ンや焼きそばそ欲しがるようになっ艦 れ"~ 司RPンi1' 仁J-JJ JJJJK :.申し込み電話で平塚保健讐

た。誕生日がお父 さ ん と お 母 … E L Jh将勾1jI( 6忌Jjち労.>)， ~ Mへ 妥
結婚記念日。 ・. t r:~\ .. :::?主えっ戸二~ノ 、rζ、_""-L二/ーーー 住 ..~~- !，.• :'~..~ "_.，ヰ....---ー、..r-'-""' : :: 

はがきに赤ちゃんの氏名、性別、生年月日と両親の 一 一

1111"IIIIIII"'llltli~t'jli~iljlillljl'll'il~lil"11111"lil~III"'I"I't;e 所、氏名、年齢、電話番号、会社名を記入のうえご応

募ください。対象は 1歳未満の赤ちゃんです。応募

されたはがき(l日掲載分は26日~1O日締め切り、

15日掲蹴分は11 日~25日締め切り)は、抽選に

より広報紙に掲載します。今回は18人応募。

会送り先 干 254平塚市浅間町 9-1 
平塚市広報広聴課「赤ちゃんの

ステージ」係

健
康
に
関
す
る
悩
み
や
心
配

事
に
つ
い
て
、
専
属
の
保
健
婦

・が
相
談
に
応
じ
る
。
育
児
や
介

題
、
食
生
活
な
ど
に
つ
い
て
も

お
受
け
し
て
い
る
。
電
話
で
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
。

マ
相
談
日
毎
週
月

・
木
曜
日

マ
時
間
午
前
日
時

5
午
後
4

時マ
相
談
電
話

症
と
生
活

-m月
口
日
(
月
)

康
と
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

・
日
月
9
日
(
水
)

生
と
女
性
の
と
こ
ろ

・
日
月
M
日
(
月
)

検
診
結

果
の
や
さ
し
い
み
か
た

-
U月
8
日
(
木
)
脳
を
鍛

え
て
元
気
で
い
き
い
き

マ
時
間
午
後
1
時
初
分

1
3

時マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
費

用

七

百

円

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
の
方

マ
申

し

込

み

9
月

5
日

(
月
)
ま
で
に
電
話
で
平
塚
保

健
所
(
電
話
詑

|
O
一
三
O
)
へ。

電
話
で
気
軽
に

健

康

相

談

を

歯
の
健

精
神
衛

34 

医
療
セ
ミ
ナ
ー

健
康
に
関
す
る
知
識
を
習
得

し
、
自
分
や
家
族
の
健
康
を
守

る
意
識
を
持
つ
こ
と
を
目
的
と

し
た
七
日
間
の
セ
ミ
ナ
ー
を
聞

く
。
ぜ
ひ
受
舗
を
。

マ
日
程
と
内
容

-
9月
8
日
(
木
)

ょ
う
症
と
予
防

-
9月
U
日
(
水
)

・
9
月
初
日
(
月
)

未
就
園
児
童
の

尿
検
査
を
実
施

広 報 ひらつか

市
で
は
、
腎
臓
疾
患
の
早
期

発
見
と
予
防
対
策
を
は
か
る
た

め
、
未
就
園
児
童

(
4
・
5
歳

児
)
を
対
象
に
尿
検
査
を
行

う
。
受
検
無
料

骨
組
し

救
急
法

高
脂
血

平 成6年 8月 15日〈フ〉

マ
実
施
日

9
月
ロ
臼
(
月
)

詳
し
い
こ
と
は
、
容
器
を
配

布
す
る
際
に
お
知
ら
せ
す
る
。

申
し
込
み
は
、

8
月
白
日

(水
)
ま
で
に
電
話
で
保
健
セ

ン
タ
ー
(
包
括
討

l
o
=二

一
)
へ
。

歯
ぐ
き
の
検
診

マ
日
時

8
月
幻
日
(
火
)

・
妊
婦
の
方
午
前
9
時

i
m

時
泊
分

・
妊
婦
以
外
で
印
歳
未
満
の
方

午
後
1
時

1
2時
却
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対
象
妊
婦
お
よ
び
印
歳
未

満
の
方

マ
内
容
検
診
と
歯
み
が
き
練

習マ
持
ち
物
母
子
手
帳
(
妊
婦

の
方
)
、
普
段
使
っ
て
い
る
歯

ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
電

話
詑

l
O
一
三
O
)
予
約
制

糖
尿
病
予
防
教
室

市
で
は
、
精
尿
病
を
防
ぐ
た

怒
ん

マ
ち
百
科

め
の
教
室
を
聞
く
。
内
容
は
、

医
師
と
保
健
婦
の
講
話
、
調
理

実
習
、
軽
い
運
動
な
ど
。

マ
日
程

8
月
初
日
1

9
月
9

日
の
毎
週
金
曜
日
と
、

9
月
M

日

(水
)
、
金
4
日
間

マ
時

間

午

後

1
時
初
分

3
3

時
(
た
だ
し
、

9
月
9
日
は
午

前
叩
時

1
午
後
2
時
)

マ
会
場
豊
田
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン

タ
ー
(
電
話

M
l
O三
一

一
)

心
の
健
康
相
談

マ
日
程

8
月
幻
自
(
火
)
、

9
月

7
日
(
水
)
、

9
日
(
金
)

・
時
間
午
後
1
時
初
分
1
3

時
泊
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対
象
心
の
悩
み
、
ノ
イ
ロ

ー
ゼ
、
ア
ル
コ
ー
ル
等
の
悩
み

を
持
つ
本
人
、
家
族

マ
相
談
担
当
者
精
神
科
医

師
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
(
訪
問

も
可
)

マ
申
込
先
平
壕
保
健
所
(
電

話

幻

l
O
一
三

O
)
予
約
制

「むぞう)おまI戚Wl王」空き1京〉配 台所的ごみ防水切りを/

みなさんご協力を/
8月はすいかなど水分を含 んだ

ごみが多く出される時期。ごみ

を出すときは「もうひとにぎり」

水分を切っていただきたい。

ごみをひとにぎり
環境衛生業務課

内線239

-問い合わせ

。 申し込 みひらつか天城山荘

※申し込みは 6か月前から受付

・電話 0558-87 -1050 
• FAX  0558-87-0557 

・ 住 所干410-32 静岡県田方

郡 天城 湯 ケ 島町上船原 1120- 1 
. 1泊 2食付き、大人4.925門、子供4.405円
。 問い合 わ せ交流 親 善陳{内 線 597)

X印満室ム印早めに申し込みを O印まだ余裕がある ※ 8月は満室

101(日)1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 13 14 151617 1819202122232425262728293031 
月内土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月
I x x x 0000 x x休休休OOxxOOOOOxOOOOOxxOO

離

乳

食

が

始

ま

る

た

ら

、

毎

日

、

子

供

と

赤

ち

ゃ

ん

の

口

の

の

前

で

歯

を

み

が

い

中

は

汚

れ

て

く

る

。

て

見

せ

る

と

、
真
似

と
の
こ
ろ
か
ら

一
日

を

す

る

よ

う

に

な

る

。

一
回

く

ら

い

、

湿

っ

虫

歯

の

原

因

の

ひ

た

ガ

ー

ゼ

を

母

親

の

と

つ

は

糖

分

で

あ

指

に

巻

き

口

の

中

を

る

。

歯

み

が

き

だ

け

軽

く

ぬ

ぐ

う

習

慣

を

ふ

で

は

そ

れ

を

完

全

に

つ
け
た
い
。
最
初
は

む

し

歯

予

防

取
り
除
く
こ
と
は
難

指
が
入
る
の
を
嫌
が
る
が
、
続
廿
て
い
る
と
し
い
の
で
、
食
べ
物
の
糖
分
を
少
な
め
に
す

だ

ん

だ

ん

慣

れ

て

く

る

。

る

と

良

い

。

子

供

に

と

っ

て

甘

味

は

習

慣

に

か
わ
い
い
歯
が
生
え
は
じ
め
た
ら
、
虫
歯
な
り
や
す
い
の
で
、
甘
い
お
や
つ
や
飲
み
物

予
防
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
虫
歯
予
防
に
は
は
控
え
た
い
。
特
に
乳
酸
飲
料
や
清
涼
飲
料

歯
み
が
き
の
習
慣
づ
廿
が
必
要
で
あ
る
。
こ
な
ど
は
注
意
が
必
要
で
、
こ
れ
ら
の
飲
み
物

の
こ
ろ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
何
で
も
口
に
持
っ
て
を
ほ
乳
瓶
で
飲
ま
せ
な
が
ら
寝
か
し
つ
廿
て

い
く
の
で
、
歯
ブ
ラ
シ
に
慣
れ
さ
せ
る
の
に
い
れ
ば
、
虫
歯
に
な
る
の
は
当
然
と
い
え
る
。

ち
ょ
う
ど
良
い
。
そ
の
後
成
長
す
る
に
つ
子
供
の
虫
歯
は
母
親
が
気
を
つ
け
て
あ
げ

れ
、
親
の
真
似
を
し
た
が
る
よ
う
に
な
っ
た
い
も
の
で
あ
る
。
(
健
康
課
)

却
水

o
m火
o

m月
O

幻
日

O

Mm
土
×

お
金

O

M
木

o
m水
o

m火
O

幻
月
×

初
日
×

mm
土
×

川
崎
金

O

U
木

O

M
水
休

日
火
休

M
月
休

日
日

O

U
土
×

u金
O

凶
木

0

9
水

0

8
火

O

7
月

0

6
日
0

5
土
×

4
金

0

3
木

0

2
水

0

1
火

O

日
曜

日

月



(8) 

手帳

平成6年 8月 τ5日

広報

広報ひらつか

-
競
輪
場
の
売
庖
募
集

第 533号

い
る
こ
と
③
市
税
な
ど
、
市
の

徴
収
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

@
2団
連
続
し
て
出
底
し
た
方
は

申
し
込
め
な
い

マ
持
参
す
る
物

①
住
民
票
ま
た

は
外
国
人
登
録
済
証
明
容
②
市

税
完
納
証
明
笛
(
法
人
は
法
人
分

お
よ
び
そ
の
代
表
者
分
の
2
部
)

③
印
鑑
富
業
許
可
密
⑤
飲

食
売
庖
は
調
理
問
ふ
ぐ
包
丁
師

等
免
許
証
、
普
通
売
庖
は
製
薬
衛

生
師
等
免
許
柾
⑤
法
人
は
定
款

お
よ
び
登
記
簿
謄
本

マ
受
付
期
間

8
月
M
日
(
水
)

1
お
日
(
木
)

・
時
間
午
後
1
時
1
4時

マ
受
付
場
所
平
塚
競
輪
場
内
事

業
課問

い
合
わ
せ
は
、
事
業
課
(
電

話
幻
l
三
九
三
五
)
ヘ
。

の
毎
週
火
曜
日

・
全
4
回

-
時
間

午
後
1
時
初
分
1
3時

却
分

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
募
集
定
員
初
人
(
先
む
順
)

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
社
会

栢
祉
協
級
会
(
市
賠
お
|一

一三
三

=一
)
へ
。

-
見
解
書
の
縦
覧
を

-
福
祉
の
受
講
生
募
集

マ
提
出
期
限

9
月
ロ
臼
(
月
)

マ
提
出
先
〒
却
横
浜
市
中
区
日

本
大
通
1

神

奈
川
県
都
市
部
都

市
計
画
課

問
い
合
わ
せ
は
、
県
都
市
計
画

課

(包
括
O
四
五
l
一一
O

一
ー一

一
一
一

内
線
六
三
六
二
)
ま
た
は

市
都
市
計
画
課
(
内
線
四
二
八)、

環
境
保
全
課
(
内
線
三
三
O
)
へ
。

A
V
園
芸
教
室
を
開
く

マ
日
時

9
月
刊
日
(
金
)
午
前

9
時
却
分
3
日
時
却
分

マ
会
場
県
農
業
会
館
(駅
南
口
)

マ
講
師
園
芸
研
究
家
相
原
次

郎
氏

マ
内
容
野
菜
、
花
の
病
態
虫
の

話
問
い
合
わ
せ
は
、
県
湘
南
園
芸

相
談
コ
ー
ナ
ー
(
電
話
幻
|
O
五

九
三
)
へ
。

-
技
術
校
で
受
講
生
を

マ
申
込
先
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
等
は
管
轄
の
公
共
職
業
安
定
所

そ
の
他
の
方
は
同
校
あ
る
い
は
公

共
職
業
安
定
所

問
い
合
わ
せ
は
、
同
校
(
電
話

幻

|
一
九
ニ
ニ
)
へ
。

-v交
通
安
全
集
会
開
く

県
立
高
等
学
校
P
T
A中
地
区

遥
絡
協
議
会
で
は
、

P
T
A交
通

安
全
集
著
聞
く
。

マ
日
時

9
月
9
日
(
金
)
午
後

2
時
1
4時
初
分

マ
会
場
中
央
公
民
館

聞
い
A
Pわ
せ
は
、
高
浜
高
校
(
電

話
幻
|
O
四

一
七
)
へ
。

-
高
校
で
受
講
生
募
集

-
申
し
込
み
は
往
復
は
が
き
で

【
初
心
者
の
た
め
の
農
産
加
工
}

マ
臼
程
叩
月
1
日
(
土
)
5

U

月
3
日
(
土
)
全
6
回

・
時
間
午
後
1
時
3
3時

マ
会
場

平
塚
農
業
高
校

マ
募
集
定
員

M
人
(
抽
選
)

マ
申
込
期
間

9
月
1
日

(
木
)

1
M自
(
水
)

問
い
合
わ
せ
は
、
同
校
干
制
平

塚
市
達
上
ケ
丘
凶
l
m
(
電
話
出

l
O
九
四
四
)
へ
。

{
昔
話
・
伝
説
の
根
っ
こ
を
探
る
}

マ
同
程
叩
月
1
臼
(
土
)
1
u

月
口
日
(
土
)
全
日
回

・
時
間
午
後
1
時
1
3時

マ
会
場
五
領
ヶ
台
高
校

マ
募
集
定
員
約
刊
人

マ
申
込
期
間

9
月
1
円

(
木
)

1
M日
(
土
)

問
い
合
わ
せ
は
、
同
校
(
一
T
m

l
U
平
塚
市
片
岡
九
九

一
ー
一

・

電
話
回
|
一
O
ニ
こ
へ
。

-
介
護
の
基
礎
講
座

神
奈
川
社
会
福
祉
専
門
学
校
で

は
、
お
年
寄
り
ゃ
障
筈
の
あ
る
方

の
介
謹
技
術
硝
座
を
聞
く
。

マ
日
程

8
月
四
国
(
木
)
、

9
月

2
臼
(
金
)
全
2
回

・
時
間
午
前
叩
時
i
午
後
3
時

マ
会
場

神
奈
川
社
会
福
祉
専
門

学
校

マ
募
集
定
員
初
人
(
先
柑
順
)

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
同
校
(
電
話
剖
|
八

一一

八
)

へ。-
大
学
図
書
館
を
開
放

産
能
大
学
で
は
、
十
八
歳
以
上

の
方
に
図
脅
館
を
開
放
し
て
い

る
。
利
用
す
る
方
は
身
分
証
明
岱

の
提
示
を
。

マ
開
館
時
間

・
月
5
金
曜
日
午

前
9
時
5
午
後
7
時
時
分

-
土
曜
日
午
前
9
時
1
午
後
5
時

問
い
合
わ
せ
は
、
同
大
学
園
哲

館
(
電
話
位
|一一一

一
一
八
)
ヘ
。

-
実
態
調
査
に
協
力
を

総
務
庁
で
は
、
国
民
生
活
の
実

態
を
把
握
し
A
7
後
の
日
齢
化
社
会

等
に
対
応
す
る
施
策
の
た
め
の
統

計
資
料
と
す
る
た
め
、
九
月
か
ら

十
一
月
に
か
け
て
全
国
消
費
者
実

態
調
査
を
実
施
す
る
。
ご
協
力
を
。

A-国
勢
調
査
標
語
募
集

総
務
庁
で
は
、
来
年
に
実
施
す

る
国
勢
調
査
の
意
義
・
目
的
を
表

現
し
た
標
語
を
募
集
す
る
。

マ
部
門
・
小
学
生
、
中
学
生
の

部

・
一
般
の
部
(
高
校
生
、
大

学
生
を
含
む
)

マ
応
募
方
法
自
作
に
限
り
、
官

製
は
が
き
に

一
点
の
み
記
入
(
応

山
T
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム

-A

一
・
弓
一

、
、
一
、
、
一

〉

一
、
一

な

一

ド

+

3

J

亨
e
一プ
f

一
均

一
、
一

尚

一

ト

ト

flitjillib---till--

ι
F
 

4

社
会
福
祉
基
金
一
は
、
地
域
福
恭
子
二
万
円
、
定
保
哲
夫
恥

M
祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
な
ど
二
十
万
円
平
塚
し
ら
ゆ
り

ラ

+

+
に
使
わ
れ
る
。

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
十
万
円
、
園
料

咋

問

い

合
わ
せ
は
、
社
会
霊

際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
平
塚

二

恥

M
協
議
会
(
包
詰
お
|
二
三
三
三
)
十
万
円
平
木
敏
勝
一
万
円
、

+

+

へ

。

(

敬

称

略

)

進

藤

好

造

一

万

円

、

監

名

刺

咋

マ
埜

藷

基

金

へ

・

義

一

万

八

百

円

↑

M
功

一
一

万
円
、
匠
建
設
安
全
マ
児
童
福
祉
へ
・
匿
名

一
ゅ

よ

T

協
力
会
六
万
一
千
三
百
七
十
千
円

州

+

=
丙
、
十
二
人
会

一

千

円

マ

社
会
福
祉
へ
・
磯
崎
姉
夫
ド

守
同
橋
忠
代
六
千
九
百
六
円
、
二
千
円

咋

L
F

田
中
信
治

一
万

三

千

円

平

マ

焚
通
遺
児
へ
・
新
昼
陸
連

M

iv
塚
さ
っ
き
会
一
万
円
、
白
井
一
万
円
、
泉
栄

一

一
千
円

し戸

ナ
ム
・
ム
・
ム
-
A・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・

4

募
点
数
は
何
点
で
も
可
)
し
、
住
十
万
円
岳
澄
流
押
花
芸
術
岳
澄

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
・
職
業
会
五
千
円
、
日
本
皐
月
協
会
平

を

明

記

す

る

。

塚

支

部

三
万
六
千
六
百
円
、
日

マ
応
募
期
限

8
月
目
白
(
水
)
久
叫
ハ
ン
五
万
円

マ
応
募
先

〒
回
東
京
都
新
宿
区

若
松
町
四
|
1
総
務
庁
統
計
局

統
計
調
査
部
国
勢
統
計
課

「平
成

7
年
国
勢
鯛
笠
椋
鰭
募
集
担
当
」

-
中
学
校
卒
業
認
定
を

文
部
省
で
は
、
義
務
教
育
就
学

時
に
病
弱
な
ど
の
理
由
で
就
学
で

き
な
か
っ
た
方
に
対
し
、
中
学
校

率
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
-
っ

か
の
認
定
試
験
を
行
、
っ
。

な
お
、
合
格
さ
れ
た
方
に
は
高

等
学
校
の
受
験
資
絡
が
与
-
え
ら
れ

る。
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
県

教
育
庁
障
害
児
教
育
課
(
匂
話
O

四
五
|
一
一
O
一
ー
一
一
一

一
)
へ
。

み
ど
り
基
金
は
、
緑
化
団
体
の

助
成
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
白
ご
協
力

を。
問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
園

課
み
ど
り
推
進
係
(
内
線
四
二
五
)

へ

。

(

敬

称

略

)

・
湘
南

a友
会
九
千
二
百
八
十

円
、
み
ど
り
公
園
課
窓
口
募
金
箱

四
千
七
百
円
、
高
橋
純
子
五
万

円
-
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
平
塚

樹
木
を
蹴
賦
し
て
い
る
。
希
盟

さ
れ
る
方
は
、
み
ど
り
公
園
課
み

ど
り
推
進
係
(
内
線
四
二
五
)
へ
。

マ
お
醸
り
す
る
樹
木

・
く
ろ
ま

つ
(
樹
高
2

・5
M川、

6
本
)

-
文
化
振
興
基
金
文
化

振
興
基
金
は
、
芸
術
文
化
事
業
の

実
施
や
市
民
の
創
造
的
な
文
化
活

動
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
使
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
行
政
推

進
室
文
化
振
興
係
(
内
線
六
七
一一一)

へ

。

(

敬

称

略

)

.
神
奈
川
新
聞
社
湘
南
総
局
文
化

教
室
発
表
展
実
行
委
員
会
ニ
万

九
千
四
百
七
十
七
円
、
岩
崎
由
紀

子
十
万
円
、
平
塚
音
楽
家
協
色

十
万
円
、
平
田
部
剣
腎
錦
迅
速
盟

一
万
一
千
百
七
十
八
円
、
小
池
眼

科
医
院
来
院
者
四
千
四
百
七
十

円
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な
違
い
が
現
れ
ま
す
。
昭
和
十

六
年
以
前
の
死
亡
地
域
は
、
ほ

ほ
中
国
大
陸
に
限
ら
れ
て
い
た

の
で
す
が
、
米

・
英
国
と
戦
争

状
態
に
入
る
と
そ
の
死
亡
地
域

は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
・
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
・
南
太
平
洋
諸
島
に

拡
大
し
ま
す
。
そ
れ
が
次
第
に

西
太
平
洋
諸
島
、
特
に
マ
リ
ア

ナ
諸
島

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
移
り

昭
和
二
十
年
段
階
で
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
や
沖
縄
、
そ
し
て
西
太

平
洋
上
と
死
亡
地
域
が
変
わ
り

ま
す
。戦

争
犠
牲
者
の
こ
の
実
態
は

日
本
の
戦
争
が
何
の
た
め
で
あ

っ
た
の
か
、
ど
ん
な
戦
争
を
し

た
の
か
、
そ
の
結
果
は
ど
う
な

っ
た
の
か
を
如
実
に
語
っ
て
い

ま
す
。

昭
和
二
十
年
を
過
ぎ
て
も
犠

牲
者
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
死
亡
地
域
は
シ
ベ
リ
ア
で
し

た。
平
和
の
慰
霊
塔
は
、
明
治
以

来
の
戦
争
犠
牲
者
の
霊
名
簿
と

千
羽
づ
る
こ
組
が
納
め
ら
れ
た

塔
で
す
。
「
平
和
の
炎
」
ま
で
の

高
さ
二
十
二
目
、
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
井
げ
た
積

み
構
造
の
塔
と
し
て
、
昭
和
四

十
年
十
二
月
八
幡
山
公
園
に
建

て
ら
れ
ま
し
た
。

(
博
物
館
主
任
学
芸
員
土
井
浩
)


